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今月の主な内容

中田町長  二期目初登庁 P.２……

“勝浦温州みかん品評会”
“みかん産地活性化シンポジウム” 
  盛大に開催される！ P.３……………

（仮称）道の駅「かつうら」着工 P.２…

第24回
スポーツ少年団駅伝大会 P.４………

家庭の粗大ゴミ
家電製品回収について P.12…………

お済ですか？確定申告 P.９…………

３月21日

まで開催 ビッグひな祭り開幕!!ビッグひな祭り開幕!!ビッグひな祭り開幕!!



勝
浦
町
長
の
任
期
が
平
成
二
十
二
年
二
月
四
日
で

満
了
と
な
り
、
一
月
十
九
日
に
無
投
票
再
選
し
た
中

田
丑
五
郎
町
長
が
二
月
五
日
、
二
期
目
ス
タ
ー
ト
を

迎
え
、
初
登
庁
し
ま
し
た
。
中
田
町
長
は
、
町
役
場

の
玄
関
で
職
員
の
拍
手
に
出
迎
え
を
受
け
、
朝
礼
で

訓
辞
を
行
い
「
住
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
決
意

を
新
た
に
安
全
・
安
心
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
み
た
い
の
で
、
町
発
展
の
た
め
と
も
に
知
恵
を

出
し
合
お
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

第
二
十
二
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
、
三
月
二
十
一
日
(日)

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

２

中
田
町
長

二
期
目
初
登
庁

（仮称）道の駅「かつうら」着工
県道徳島上那賀線沿いの生名地区において計

画中の、（仮称）道の駅「かつうら」は、「ＪＡよっ

てネ市」と「人形文化交流館」を機能的に連携

させながら、「産業、文化の交流拠点」として整

備する計画であり、「集客の起爆剤」として皆様

の熱い期待を担い、去る２月24日起工式が挙行

されました。

■事業内容

事業主体 徳島県、勝浦町、ＪＡ東とくしま

事 業 費 全体事業費 約５億円

整備面積 約0.8ヘクタール

整備施設 道路休憩施設（駐車場約110台、トイレ）

地域振興施設、地域特産物市場

計画図

駐車場

地域特産物市場「よってネ市」

地域振興施設

トイレ、休憩施設

地域文化交流施設「人形文化交流館」

くわ入れをする飯泉知事（右）と中田町長



二
月
二
日
か
ら
三
日
の
間
、
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、
勝
浦
い
き
い

き
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
主
催
、
勝
浦
町
・
Ｊ
Ａ
東

と
く
し
ま
共
催
に
よ
る
『
勝
浦
温
州
み
か
ん

品
評
会
』
及
び
『
み
か
ん
産
地
活
性
化
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
』
が
生
産
者
約
三
百
人
の
参
加
を

得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

品
評
会
で
は
百
四
点
の
出
品
が
あ
り
、
糖

度
や
外
観
、
浮
皮
の
度
合
い
、
玉
揃
い
等
総

合
的
に
審
査
さ
れ
る
中
で
、
消
費
者
の
視
点

は
も
と
よ
り
技
術
面
で
生
産
者
の
栽
培
の
努

力
の
跡
が
見
え
る
み
か
ん
七
点
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

入
賞
者
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
発
表

さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
仲
田
浩
之
氏
が

徳
島
県
知
事
よ
り
賞
状
（
徳
島
県
知
事
賞
）

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
市
場
研
究
会
理
事

青

果
物
流
通
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
鈴
木

榮
氏
が

「
販
売
力
の
強
化
に
は
、
商
品
が
最
終
的
に

誰
に
ど
う
買
わ
れ
て
い
る
か
知
る
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
は
ブ
ラ
ン
ド
が
な
い
と
出
来
な
い
」

と
今
後
の
勝
浦
み
か
ん
経
営
に
必
要
な
施
策

と
し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
徳
島
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
柳

川
栄
夫
係
長
と
、
勝
浦
町
営
農
指
導
員

吉

野
隆
生
氏
に
よ
る
「
勝
浦
み
か
ん
の
生
産
貯

蔵
管
理
技
術
」
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
、

「
一
年
目
は
痛
み
を
伴
う
が
、
先
を
見
据
え

た
安
定
生
産
の
た
め
園
地
別
隔
年
交
互
結
実

栽
培
に
取
り
組
む
べ
き
」と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

情
勢
報
告
で
は
、
徳
島
県
農
山
村
整
備
課

農
山
村
保
全
対
策
室

冨
永
貴
嗣
技
術
主
任

よ
り
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
三
期

対
策
の
概
要
や
県
外
の
参
考
事
例
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
、
勝
浦
町
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
推
進
協
議
会

長
田
喜
廣
会
長
が
三
期

対
策
の
推
進
に
つ
い
て
、
「
農
家
の
高
齢
化

が
進
行
す
る
中
、
確
実
に
協
定
面
積
が
減
少

す
る
。
全
て
の
協
定
農
地
を
三
期
対
策
へ
誘

導
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
り
、
い
か
に
優
良

園
地
を
守
っ
て
い
け
る
か
が
重
要
で
あ
る
。」

と
三
期
対
策
へ
向
け
て
の
推
進
方
法
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

「
売
れ
る
み
か
ん
作
り･

勝
浦
み
か
ん
の
販

売
戦
略
」
を
テ
ー
マ
に
生
産
者
ら
六
人
が
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
主
に
次

の
項
目
が
重
要
で
あ
る
と
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

★
売
れ
る
み
か
ん
作
り

①
貯
蔵
管
理
技
術
の
紹
介
等
、
勝
浦
町
独
自

の
付
加
価
値
を
Ｐ
Ｒ
す
る

②
地
域
の
総
合
力
を
発
揮
し
た
新
た
な
ブ
ラ

ン
ド
作
り
を
目
指
す
為
、
統
一
し
た
栽
培

方
法
で
勝
浦
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
化
の
確
立

③
収
量
が
毎
年
変
わ
ら
ず
、
秀
品
率
の
高
い

Ｌ･

Ｍ
サ
イ
ズ
生
産
構
築
の
栽
培
管
理
統
一

④
常
に
市
場
・
中
卸
・
量
販
店
・
バ
イ
ヤ
ー

と
の
交
流

⑤
売
れ
る
み
か
ん
作
り
の
基
本
戦
略
と
し
て
、

園
地
別
交
互
結
実
栽
培
の
実
践

★
勝
浦
み
か
ん
の
販
売
戦
略

⑥
今
日
の
難
局
打
開
策
と
し
て
、
産
地
自
ら

が
価
格
を
発
信
す
る

⑦
勝
浦
町
の
出
荷
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
統
一
化

⑧
消
費
拡
大
に
向
け
て
若
い
世
代
へ
の
Ｐ
Ｒ

（
特
に
学
校
等
へ
の
健
康
食
品
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
）

⑨

”
道
の
駅

“
よ
っ
て
ネ
市
の
活
用
に
よ
っ

て
、
一
層
の
販
売
拡
大
を
目
指
す

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
こ
れ
か
ら
の
勝

浦
み
か
ん
産
地
の
振
興
に
つ
な
が
る
架
け
橋

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
、
ご
支
援

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
勝
浦
町
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
推
進
協
議
会
、
及
び
関

係
各
位
の
皆
様
方
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
徳
島
県
知
事
賞

仲

田

浩

之

様
（
生
名
）

・
徳
島
県
果
樹
研
究
連
合
会
長
賞

花

岡

吉

徳

様
（
中
角
）

・
東
と
く
し
ま
農
業
協
同
組
合
長
賞

押
栗
富
士
子

様
（
三
渓
）

・
勝
浦
町
長
賞

谷

尻

亨

様
（
三
渓
）

・
勝
浦
い
き
い
き
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
会
長
賞

高

田

敏

幸

様
（
星
谷
）

上

村

正

實

様
（
掛
谷
）

細

谷

朋

未

様
（
坂
本
）

第
二
十
二
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
、
三
月
二
十
一
日
(日)

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

３

“勝浦温州みかん品評会”
“みかん産地活性化シンポジウム”

盛大に開催される！
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(社)
日
本
損
害
保
険
協
会
か
ら
小
型
消
防
自
動

車
が
勝
浦
町
に
寄
贈
さ
れ
、
一
月
十
五
日
勝
浦

町
役
場
に
て
、
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

(社)
日
本
損
害
保
険
協
会

四
国
支
部
鈴
木
文
明

支
部
長
か
ら
、
中
田
町
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

町
長
か
ら
は
、
「
山
間
部
の
狭
隘
な
現
場
で
、

機
動
力
を
発
揮
し
た
消
防
活
動
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
、
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

小型消防車伝達式の様子

(社)
日
本
損
害
保
険
協
会
か
ら

小
型
消
防
車

寄
贈

第
二
十
二
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
、
三
月
二
十
一
日
(日)

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

�

１月31日（日）、星谷運動公

園において勝浦郡内のスポー

ツ少年団駅伝が、男子14チー

ム・女子７チーム（ともにオー

プン参加を含む）の参加によ

り開催されました。雨が降り、

コンディションは悪い中、選

手たちは、たくさんの声援を

受け、力いっぱい走りゴール

しました。

１位 生比奈少年野球クラブＡ

２位 勝浦タイガースＡ

３位 ＦＣ上勝クレインＡ

個人表彰（町内のみ）

勝 本 鷹 幸 （生比奈少年野球Ａ） 3分49秒

中村健太郎 （ＦＣ上勝クレインＡ） 3分54秒

北 内 豪 （ＦＣ上勝クレインＡ） 3分57秒

原 田 聖 也 （生比奈少年野球Ａ） 3分58秒

松 本 健 吾 （生比奈少年野球Ａ） 3分59秒

岩 佐 伴 基 （勝浦タイガースＡ） 3分59秒

森 脇 直 輝 （ＦＣ上勝クレインＡ） 4分02秒

岡 本 脩 吾 （勝浦タイガースＡ） 4分03秒

松 鷹 陽 介 （勝浦キッズミニバス） 4分03秒

藤 本 友 哉 （勝浦タイガースＡ） 4分03秒

尾 山 晃 大 （生比奈少年野球Ｂ） 4分03秒

中 山 裕 斗 （生比奈少年野球Ａ） 4分04秒

立 石 琢 視 （生比奈少年野球Ａ） 4分09秒

尾 山 龍 輝 （生比奈少年野球Ｂ） 4分13秒

阿 部 智 樹 （生比奈少年野球Ａ） 4分14秒

米 澤 吉 郎 （勝浦タイガースＡ） 4分15秒

西 尾 駿 汰 （生比奈少年野球Ｂ） 4分16秒

信 政 郁 弥 （勝浦タイガースＡ） 4分16秒

谷 賢 翔 （勝浦キッズミニバス） 4分17秒

桃 本 一 輝 （生比奈少年野球Ｂ） 4分18秒

岡 本 紘 汰 （ＦＣ上勝クレインＡ） 4分18秒

１位 生比奈クラブＡ

２位 勝浦キッズミニバスＡ

３位 勝浦ＪＶＣＡ

個人表彰（町内のみ）

大 西 桜 花 （生比奈クラブＡ） 4分10秒

清 水 彩 音 （勝浦キッズミニバスＡ） 4分19秒

木 原 美 保 （勝浦ＪＶＣＢ） 4分21秒

山 下 蒼 依 （勝浦キッズミニバスＡ） 4分23秒

大久保紅葉（生比奈クラブＢ） 4分25秒

倉 橋 京 子 （生比奈クラブＡ） 4分25秒

山 平 理 恵 （勝浦ＪＶＣＢ） 4分35秒

松 本 萌 那 （生比奈クラブＢ） 4分40秒

大 西 栞 菜 （生比奈クラブＡ） 4分43秒

新 開 未 玖 （勝浦ＪＶＣＢ） 4分46秒

上 平 涼 香 （勝浦キッズミニバスＡ） 4分46秒

第24回



ラア カ ル ト報情

第
二
十
二
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
、
三
月
二
十
一
日
(日)

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

５

次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

勝
浦
町
に
在
住
の
方

募
集
人
員

一
名

勤
務
場
所

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

勤
務
時
間

月
～
金
曜
日

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
十
五
分

※
行
事
等
に
よ
り
土
日
に
出
勤
あ
り
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

採
用
予
定
日

四
月
一
日
(木)

提
出
書
類

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

受
付
期
間

三
月
一
日
(月)
～
五
日
(金)

提
出
先
及
び
連
絡
先

社
会
福
祉
法
人

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
勝
浦
町
大
字
久
国
字
久
保
田
３
）

（
４
２
）
４
６
５
２

雇

用

者

学
校
法
人

勝
浦
学
園

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

募
集
人
数

一
名

条

件

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
勝
浦
町
在
住
の
健
康
な
方

②
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方

③
高
等
学
校
卒
業
以
上

業
務
内
容

図
書
管
理
事
務
、
そ
の
他

学
校
長
が
指
示
す
る
業
務

給
与
・
処
遇

本
学
園
規
則
に
よ
る

選
考
方
法

面
接

勤
務
日
時

週
三
日
勤
務

（
正
午
よ
り
午
後
六
時
ま
で
）

―
応
募
・
選
考
に
つ
い
て
―

提
出
書
類

履
歴
書

提

出

先

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

（
勝
浦
町
三
渓
字
平
一
二
八
ー
一
）

締

切

日

三
月
十
五
日
(月)

必
着

面
接
日
時

三
月
十
九
日
(金)

午
前
十
時
～

場

所

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

会
議
室

採
用
通
知

面
接
日
よ
り
一
週
間
以
内

雇
用
時
期

四
月
一
日
(木)

問
い
合
わ
せ

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

総
務
課

（
４
２
）
４
８
１
０

社
会
福
祉
協
議
会
職
員

の
募
集
に
つ
い
て

★
三
月
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

対
象
者

０
歳
～
５
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
と
保
護
者
）

★
育
児
相
談

生
比
奈
保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
関

す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所

相
談
・
電
話
相
談

お
願
い

駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
車
の
方
は
で

き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
き
て
く
だ

さ
い
。
お
近
く
の
方
は
徒
歩
等
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

Ｉ
Ｐ

０
５
０
（
３
４
３
８
）
７
４
７
３

子育て

支援センター

事業から

10日(水) ３日(水)

★
今
年
度
、
最
後
の
わ
ん
ぱ
く
教
室

こ
れ
ま
で
、
最
後
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
は
、
保

育
所
の
お
友
だ
ち
と
遠
足
に
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
年
齢
の
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
の

参
加
が
多
い
た
め
、
保
育
所
の
室
内
外
で
遊
ん
で
、
い
っ
し
ょ
に

お
弁
当
、
お
や
つ
を
食
べ
ま
せ
ん
か
？

〈
時

間
〉
午
前
十
時
～
午
後
十
二
時
三
十
分

持
参
す
る
物

お
弁
当
、
水
筒
、
敷
物
、
お
や
つ
等

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。

★
お
話
サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん
の
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
午
前
十
時
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

職
員
募
集
に
つ
い
て

（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
）

��
��



自
衛
官
募
集
！

募集種目 受験資格 将来の展望 受付期間 試験日

自衛隊幹部
候補生

20歳以上
26歳未満
の者

幹部候補生として約１年間
の教育を受けた後、３等陸・

海・空尉に昇任し幹部自衛
官となります。

4．1（木）～5．10（月）
第１次試験
5．15（土）
5．16（日）

一般曹
候補生

18歳以上

27歳未満
の者

採用後２年９月経過以降選
考により３曹に昇任します。
また、将来は幹部自衛官へ
の道も開かれています。

第１回
4．1（木）～5．10（月）

第２回
8．1（日）～9．10（金）

第１回第１次試験
5．22（土）

第２回第１次試験
9．18（日）

予備自衛官補
（一般公募）

18歳以上
34歳未満
の者

３年以内に、50日の教育訓

練を受け、修了した者は、
修了の翌日に陸上予備自衛
官として任用されます。

第１回

1．12（火）～4．9（金）

第２回
7．20（火）～10．8（金）

第１回第１次試験

4．17（土）～19（月）
第２回第１次試験
10．16（土）～18（月）

第
二
十
二
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
、
三
月
二
十
一
日
(日)

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

６

問
い
合
わ
せ

阿
南
地
域
事
務
所

０
８
８
４
（
２
２
）
６
９
８
１

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

農
地
を
農
地
以
外
の
地
目
（
宅
地
・

雑
種
地
・
山
林
等
）
に
変
更
す
る
と
き

は
、
農
業
振
興
地
域
か
ら
除
外
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
は
町
産
業
建
設
課
に
申
請
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
年
は
三
月

十
日
(水)
に
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

県
知
事
の
許
可
は
、
十
月
上
旬
頃
に
な

り
ま
す
。
そ
の
後
農
地
の
転
用
申
請
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

転
用
申
請
は
、
こ
の
締
め
切
り
日
を

過
ぎ
る
と
、
一
年
先
送
り
と
な
り
ま
す
。

忘
れ
な
い
よ
う
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

除
外
申
請
が
で
き
て
い
な
い
場
合
、

農
地
の
転
用
許
可
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
農
業
委
員
会

（
４
２
）
１
５
０
５

Ｉ
Ｐ
(代)

０
５
０
（
３
４
３
８
）７
１
４
８

１．自給率向上事業 (水田利活用自給力向上事業)

水田で麦・大豆・米粉用米・飼料用米などを

生産する販売農家・集落営農の皆さんに、主食

用米と同等の所得を確保できる水準の支援を行

います。

これまで需給調整に参加してこなかった生産

者が参加しやすくなるよう、米の生産数量目標

の達成に関わらず助成対象とします。

交付単価（全国一律を基本）

新規需要米‥‥‥‥‥‥10アール当たり ８.０万円

（米粉用・飼料用・WCS用稲）

そば､なたね､加工用米‥10アール当たり ２．０万円

※麦、大豆, 飼料作物‥10アール当たり ３．５万円

※その他作物‥‥‥‥‥10アール当たり １．０万円

※印の作物はこれまでに比べ助成が減少しても継続

して生産が出来るよう交付単価の調整を行います。

二毛作助成‥‥‥‥‥‥10アール当たり １．５万円

【問い合わせ】中国四国農政徳島農政事務所 農政推進課 088（622）6132 計画課 088（622）6133

２．米のモデル事業（米戸別所得補償モデル事業）

自給率向上に向けた環境整備を図るために、

米の生産数量目標に従って生産する販売農家・

集落営農の皆さんに対して、主食用米の作付面

積10アール当たり１．５万円を定額交付します。

米の価格が下落した場合には追加の補てんも行

います。

交付単価（全国一律を基本）

定額部分‥10アール当たり１.５万円

（恒常的なコスト割れ相当分の助成）

変動部分‥22年産の販売価格が、過去３年間の販売

価格を下回った場合にその差額を基に算

定して補てんされます。

交付対象面積

主食用米の作付け面積から自家飯米・縁故米用に

供される分として一律10アールを差し引いた面積

農
業
振
興
地
域
か
ら
の

除
外
手
続
き

��
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第
二
十
二
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
、
三
月
二
十
一
日
(日)

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

�

日
時

三
月
十
三
日
(土)

開
場

午
後
五
時

開
演

午
後
五
時
三
十
分
か
ら

場
所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

主
催

勝
浦
町
文
化
協
会

勝
浦
町
教
育
委
員
会

日
ご
ろ
の
生
涯
学
習
の
成
果
を
発
表

し
、
勝
浦
町
の
芸
能
文
化
の
振
興
を
は

か
る
た
め
に
芸
能
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

出
演
者
の
皆
さ
ん
の
熱
演
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

な
お
、
大
会
当
日
、
先
着
百
名
の
方

に
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
広
報
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

で
は
、
提
供
会
員
の
拡
大
を
目
的
に
サ

ポ
ー
ト
の
体
験
が
で
き
る
交
流
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

三
月
二
十
一
日
(日)

午
前
九
時
三
十
分
～

十
四
時
三
十
分

場
所

あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島

（
板
野
町
）

内
容

子
ど
も
の
預
か
り
体
験
ほ
か
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

対
象

子
ど
も
が
好
き
で
、
子
育
て
の

応
援
が
し
た
い
人
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
が
、
事
前
の
予
約
が
必

要
で
す
。

お
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

徳
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

０
８
８
（
６
１
１
）
１
５
５
１

※
福
祉
課
に
お
い
て
チ
ラ
シ
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
二
十
五
回

勝
浦
町
芸
能
大
会
の

開
催
に
つ
い
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

サ
ポ
ー
ト
体
験
交
流
会

に
つ
い
て

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク

ラ
ブ
」
の
三
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を

広
げ
、
親
も
子
供
も
気
軽
に
楽
し
め

る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
供
と
保
護
者
）
並
び

に
妊
婦
さ
ん

《
二
月
活
動
報
告
》

勝
浦
町
青
年
会
の
方
々
の
ご
協
力

に
よ
り
、
二
日
に
豆
ま
き
を
し
ま
し

た
。
折
り
紙
で
枡
を
作
り
、
鬼
に
ぶ

つ
け
る
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
入
れ
て
準
備

万
端
！

と
こ
ろ
が
鬼
が
現
れ
る
と
、
ほ
と

ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
は
泣
き
出
し
て
、

逃
げ
回
っ
た
り
、
お
母
さ
ん
の
服
の

中
に
隠
れ
た
り
、
お
父
さ
ん
の
足
に

し
が
み
つ
い
て
離
れ
な
い
子
も
い
ま

し
た
。

み
ん
な
頑

張
っ
て
心
の

中
の
鬼
を
退

治
し
、
最
後

に
は
鬼
さ
ん

た
ち
と
も
仲

直
り
し
て
、

楽
し
く
記
念

撮
影
を
し
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ
０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

URL
http

:
//blog

.
goo

.
ne

.
j
p/

h
a
gu

kum
i

―2006

行事予定

16日(火) ９日(火) ２日(火)

お
別
れ
遠
足

九
日
(火)
ま
で
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
折
り
込
み
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
見
学

人
形
文
化
交
流
館
前
に
午

前
十
時
三
十
分
集
合
で
す
。

ひ
な
祭
り
パ
ー
テ
ィ
ー

ひ
な
祭
り
ケ
ー
キ
づ
く
り

を
し
て
、
み
ん
な
で
押
し
寿

司
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

参
加
費
‥
子
ど
も
一
人
あ
た

り
二
百
円



第
二
十
二
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
、
三
月
二
十
一
日
(日)

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

168

作
家
で
東
京
家
政
大
学
特
任
教
授
の

落
合
恵
子
さ
ん
の
講
演
に
よ
り
ま
す
、

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
、
会
場
に
は
勝
浦
町
内
の

小
中
学
生
が
描
い
た
人
権
ポ
ス
タ
ー
等

の
掲
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
「
人
権
」

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
多
数
の
み
な
さ

ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

三
月
六
日
(土)

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ

「
こ
こ
ろ
の
居
場
所
」

講
演
時
間

午
後
二
時
～

午
後
三
時
四
十
分
（
終
了
予
定
）

入
場
料

無
料

主

催

勝
浦
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

後

援

勝
浦
町
教
育
委
員
会

☆
落
合
恵
子
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
四
五
年
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
生

ま
れ
、
明
治
大
学
英
米
文
学
科
卒
業
。

教
育
、
人
権
、
家
庭
、
環
境
問
題
な
ど

の
著
作
多
数
。
執
筆
と
並
行
し
て
東
京

青
山
、
大
阪
江
坂
に
子
ど
も
の
本
の
専

門
店
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
、
女
性
の
本
の

専
門
店
ミ
ズ
・
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
、
有

機
食
材
の
店
「
野
菜
市
場
」
、
有
機
食

材
レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
」
な
ど
を

オ
ー
プ
ン
。
東
京
店
は
三
十
二
年
、
大

阪
店
は
二
十
年
に
な
る
。
ク
レ
ヨ
ン
ハ

ウ
ス
総
合
文
化
研
究
所
か
ら
は
、
特
に

Ｄ
Ｖ
や
虐
待
の
防
止
を
テ
ー
マ
に
し
た

絵
本
や
、
祖
父
母
と
孫
が
共
に
読
め
る

落
語
絵
本
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
出
版
活
動

を
続
け
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
総

合
育
児
雑
誌
「
月
刊
ク
ー
ヨ
ン
」
発
行

人
。
受
賞
多
数
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会（

４
２
）
２
５
１
５

Ｉ
Ｐ

０
５
０
（
３
４
３
８
）７
１
４
８

２
０
１
０

勝
浦
町
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
ご
案
内

～
こ
こ
ろ
の
居
場
所
～

落 合 恵 子 さん

子ども

　

600

1,150

600

1,600

1,100

800

9,000

円

円

円

円

円

円

円

2,000

2,100

100

2,000

2,000

1,000

600

500

3,000

3,150

150

3,000

3,000

1,500

900

750

4,000

5,000

1,000

4,000

4,000

2,500

1,800

1,800

円

円

円

円

円

円

円

円

1,500

2,000

500

1,500

1,500

1,000

1,000

1,000

円

円

円

円

円

円

円

円

５名以上の団体で
ご加入ください

傷 害 保 険 共 済 見 舞 金賠償責任保険

保　険　期　間

対象となる事故 団体活動中の事故／往復中の事故

平成22年４月１日午前0時より
平成23年３月31日午後12時まで
（申込受付は平成22年3月から）

（団体活動を行う5名以上の方々で、加入区分をそれぞれお選び頂いてご加入ください。）

加入対象者 補償対象となる団体活動
加入
区分

年間掛金
（一人当たり）

傷害保険金額

死　亡 後遺障害
（最　高）

入　院
（日　額）

通　院
（日　額）

賠償責任保険支払限度額
（免責金額なし）

共済見舞金

中学生以下
（特別支援学校

高等部の生徒
を含む。）

高校生
以上

65 歳以上
の方も加入
できます。

65歳
以上

大
　
人

全年齢

スポーツ・文化・ボランティア・
地域活動

上記団体活動に加え、個人活動も対象
上段：団体活動中及びその往復中の補償額
下段：上記以外（個人活動など）の補償額

文化・ボランティア・地域活動
団体員の送迎、応援、準備、片付け

スポーツ活動
スポーツ活動の指導

子どものスポーツ活動の指導
※C区分でも加入可

スポーツ活動
※C区分でも加入可
※スポーツ活動を行わない方はA2区分

危険度の高いスポーツ活動

A1

AW

A2

AC

C

B

D

日射・熱射病及び細菌性・ウイルス性食中毒の場合、保険金額はA1区分と同様

日射・熱射病及び細菌性・ウイルス性食中毒は対象となりません。

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

身体・財物賠償
合算  １事故  ５億円
ただし、身体賠償は１人  １億円

身体・財物賠償
合算  １事故  ５億500万円
ただし、身体賠償は１人  １億500万円

身体・財物賠償
合算  １事故  ５億円
ただし、身体賠償は１人  １億円

身体・財物賠償
合算  １事故  500万円

突然死
急性心不全
脳内出血など

180万円

突然死
急性心不全
脳内出血など

180万円

対象と
なりません

インターネットからの加入受付を行っております。
詳しくは、ホームページをご覧ください。

※同一団体で１口しか加入できません。中途加入する場合、中途脱退する場合も年間掛金を適用します。加入後の加入者の入換え、加入区分の変更はできません。
※掛金には（財）スポーツ安全協会で運営する「共済見舞金制度」の掛金、１人20円が含まれています。
※危険度の高いスポーツ活動はD区分以外では補償されません。

〒770-0939  徳島市かちどき橋1-41  TEL 088-655-3660

●資料請求は、インターネットより受付けております。

徳島県支部
（徳島県体育協会内） スポーツ安全協会 検 索

平成21年12月作成 1310-09-247

〈共同引受保険会社（平成２２年４月予定）〉※予告なく変更となる場合があります。

〈引受幹事保険会社〉
課当担（  社会式株険保災火動日上海京東 ）公務第2部公務第１課

TEL 03-3515-4133（平日9：00〜17：00）
この広告はスポーツ安全保険（スポーツ安全協会傷害保険特約付帯普通傷害保険、スポーツ安全協会賠償責任保険特約付帯施設賠償責任保険等）
の概要についてご紹介したものです。保険の内容は「スポーツ安全保険のあらまし」及び「重要事項説明書」をご確認ください。詳細は保険約款
および特約書によりますが、ご不明の点がございましたら（財）スポーツ安全協会または東京海上日動火災保険(株)までお問い合わせください。
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催
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所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
三
月

十
五
日
(月)
ま
で
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
は
三
月
三
十
一
日

(水)
ま
で
で
す
。

期
限
を
過
ぎ
て
申
告
や
納
税
を
さ
れ

ま
す
と
、
本
税
の
ほ
か
に
加
算
税
や
延

滞
税
が
必
要
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

徳
島
税
務
署
の
申
告
相
談
会
場
は
、

三
月
十
五
日
(月)
ま
で
「
ア
ス
テ
ィ
と
く

し
ま
（
徳
島
市
山
城
町
東
浜
傍
示
１
）
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
税
務
署

０
８
８
（
６
２
２
）
４
１
３
１

日
時
・
場
所

六
月
～
九
月
に
か
け
て
、

実
技
試
験
と
学
科
試
験
が
県
内
各
会

場
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

職

種

園
芸
装
飾
な
ど
二
十
八
職
種

申

込

み

四
月
五
日
(月)
～
十
六
日
(金)

に
、
徳
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会
及

び
鳴
門
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で

受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

０
８
８
（
６
６
３
）
２
３
１
６

勝
浦
町
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
自

立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、

相
談
事
業
者
に
委
託
し
相
談
支
援
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
が
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
か
、
生
活
す

る
上
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
相
談
支
援
委
託
先
》

社
会
福
祉
法
人

悠
林
舎

シ
ー
ズ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
８
４（
２
４
）３
３
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
８
４（
２
３
）０
２
６
３

メ
ー
ル

anan ＠
seeds.or.jp

そ
の
ほ
か
、
障
害
者
当
事
者
団
体

（
県
身
体
障
害
者
連
合
会
・
県
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
・
県
精
神
障
害
者
家
族
連

合
会
）
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ

ル
』
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
障
害
種
別

で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

※
ど
ち
ら
の
相
談
も
無
料
で
す
。

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
㈹
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

心
身
の
発
育
や
発
達
な
ど
に
関
す
る

相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

三
月
十
八
日
(木)午

後
二
時
～
三
時

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

小
松
島
療
育
セ
ン
タ
ー
相
談
員

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
三

月
五
日
(金)
ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。
（
予
約
を
さ
れ
た
方
に
は
詳

細
に
つ
い
て
の
通
知
を
し
ま
す
）
予

約
が
な
い
方
は
、
当
日
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

勝
浦
町
福
祉
課
保
健
師

（
４
２
）
１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
(代)
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

精神障害者 知的障害者 身体障害者
障害
種別

月・水・金
９時～15時 月～金 ９時～17時 日

時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階 場

所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

to
ku-ikuseikai
@kouryu-plaza.jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

ke
nsinren
@
ko
uryu-plaza.jp

お
済
み
で
す
か
？

確
定
申
告

技
能
検
定
試
験
の
ご
案
内

平成22年度住民税の所得申告および
平成21年分所得税確定申告受付会場

月 日 対象地区 会 場

３月１日(月) 生 名 役場２階会議室

２日(火) 星 谷 星谷集会所

３日(水) 黒 岩 勝浦会館

４日(木) 今 山 今山ふれあい交流館

５日(金) 中 角 婦人の家

８日(月) 山西･掛谷 山西集会所※

９日(火) 石原･沼江 石原集会所

11日(木) 全 町 役場２階会議室

12日(金) 全 町 役場２階会議室

14日(日) 全 町 役場２階会議室

15日(月) 全 町 役場２階会議室

受 付 時 間：午前９時～午後４時まで
休日受付日：３月14日(日)

勝浦町の国民健康保険に加入している方、
後期高齢者医療保険資格のある方及び同世
帯の方は、所得のない場合でも、必ず申告
してください。

※昨年と申告会場が変更となっております
のでご注意下さい。
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��
��
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軽
自
動
車
の
廃
車
・
名
義

変
更
は
お
済
み
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

小
型
特
殊
自
動
車
の

登
録
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
度

勝
浦
町
育
英
奨
学
金

貸
付
金
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
度

就
学
援
助
制
度

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
い
る

家
庭
で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
、
給
食

費
等
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

受
給
資
格

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ

た
。

②
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
、
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
。

③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
を
受
け
た
。

④
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働

者
を
希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し

て
い
る
。

⑥
世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で

あ
る
。

申
請
書
提
出
期
間

四
月
一
日
(木)
～
二
十
日
(火)

（
土
・
日
除
く
）

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ

い
て
は
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

４
２
（
２
５
１
５
）
・
Ｉ
Ｐ
０
５
０

（
３
４
３
８
）
７
１
４
８
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

優
秀
な
学
生
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
が
困
難
な
者
に
対
し
て
奨

学
金
を
貸
し
付
け
し
、
社
会
有
用
の
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
無

利
子
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

四
月
一
日
(木)
～
二
十
日
(火)

（
土
・
日
除
く
）

貸
付
予
定
者

高
校
生
・
徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

生
・
大
学
生
（
人
数
に
つ
い
て
は
予
算

の
範
囲
内
）

貸
付
金
等
の
額

【
奨
学
金
】

高
校
生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

月
額
三
万
円
以
内

大
学
生

月
額
三
万
円
以
内

【
入
学
準
備
金
】

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・
大
学
生

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

①
奨
学
金
貸
付
願
書

②
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

③
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

④
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
で
あ

る
こ
と
の
証
明
書
（
住
民
票
ま
た
は

戸
籍
抄
本
等
）

⑤
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の

写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
定
（
収
入

基
準
表
参
考
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、

書
類
の
様
式
等
応
募
方
法
に
つ
い
て

は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

４
２
（
２
５
１
５
）
・
Ｉ
Ｐ
０
５
０

（
３
４
３
８
）
７
１
４
８
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用
ト

ラ
ク
タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
乗
用
装
置
（
人
が
乗
る

た
め
の
設
備
）
を
備
え
、
国
土
交
通
大

臣
の
形
式
認
定
を
受
け
た
も
の
は
、
軽

自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

公
道
を
走
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
使

用
実
態
を
問
わ
ず
軽
自
動
車
と
し
て
の

登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）
１
５
０
３

Ｉ
Ｐ
(代)
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

原
動
機
付
自
転
車
や
自
動
二
輪
、
軽

自
動
車
な
ど
に
か
か
る
軽
自
動
車
税
は
、

毎
年
四
月
一
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

廃
車
や
名
義
変
更
の
届
出
を
し
て
い

な
い
方
、
ま
た
住
所
を
変
更
さ
れ
た
方

は
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の

該
当
窓
口
で
確
実
に
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

・
原
動
機
付
自
転
車

（
一
二
五
cc
以
下
の
バ
イ
ク
）

・
小
型
特
殊
自
動
車

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）
１
５
０
３

Ｉ
Ｐ
(代)
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

・
軽
二
輪
（
二
五
一
cc
以
上
の
バ
イ
ク
）

四
国
運
輸
局
徳
島
運
輸
支
局

０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
７
４

・
軽
自
動
車
・
軽
二
輪

（
一
二
六
～
二
五
〇
cc
の
バ
イ
ク
）

徳
島
県
軽
自
動
車
協
会

０
８
８
（
６
４
１
）
２
０
１
０
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■

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

マ
シ
ン
の
使
用

町
民
体
育
館
で
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
で
き
ま
す
。
ご
自
分
の
都

合
の
よ
い
時
間
に
、
バ
ー
ベ
ル
や

ダ
ン
ベ
ル
で
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
ま
せ
ん
か
？

利
用
時
間

午
前
九
時
～
午
後
九
時
半

場

所

勝
浦
町
町
民
体
育
館

対

象
中
学
生
以
上
で
男
女
問
い
ま
せ
ん
。

使

用

料

Ｋ
ー
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
会
員
は
無
料
、

一
般
の
方
の
使
用
は
初
回
に
ス
ポ
ー

ツ
安
全
保
険
料
（
平
成
二
十
二
年

度
は
四
月
一
日
更
新
）
一
、
六
〇
〇

円
と
一
回
に
付
き
百
円
必
要
で
す
。

登
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・
使
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方
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事
務
局
に
、
登
録
カ
ー
ド
提
示

後
使
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
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わ
せ
は
事
務
局
ま
で
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十
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ｒ
ｉ
ｅ
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ｄ
ｓ
個
人
新
規
入
会
・
更
新
手
続
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及
び
ス
ポ
ー
ツ
団
体
新
規
入
会
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更
新
手
続
き
を
、
三
月
一
日
よ
り

行
い
ま
す
。
教
室
・
施
設
・
用
具

等
が
整
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
入
会
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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よ
り
お
知
ら
せ

認知症を
正しく理解し
予防しましょう

認知症は老化現象ではありません。

認知症とは、脳の知的機能が低下して日常生活に支障をきたす状
態のことをいいます。認知症の原因となる病気はたくさんあります
が、早期に発見して正しく治療すれば、症状が改善し、場合によっ

ては治ることもあります。

☆認知症を予防しましょう
認知症の８割前後は、アルツハイマー病と脳血管障

害が原因疾患となっています。認知症予防のために次

のことを心がけましょう。

身の回りのことは自分でしましょう。

バランスの良い食生活を心がけましょう。

（青魚や、野菜を積極的に取りましょう）

人付き合いを大切にしましょう

適度な運動を取り入れましょう

（ウォーキングなどの有酸素運動は脳卒中の血流を

よくします。）

趣味をもつなど新しいことに挑戦しましょう。

☆早期発見・早期治療が鍵になります
（早期発見、早期治療が大事なわけ）

①早期発見で治る病気や一時的な症状の場合がある。

脳腫瘍、慢性硬膜下血腫などの場合、脳外科的な処

置で劇的に良くなる場合もあります。

②早期に治療を始めることで進行を遅らせることがで

きます。

アルツハイマー病では、薬で進行を遅らせることが

でき、早く使い始めると健康な時間を長くすること

ができます。病気が理解できる時点で受診し、少し

ずつ理解を深めていけば生活上の障害を軽減でき、

その後のトラブルを減らすことも可能です。

③早期発見によって今後について本人と家族が話し合

うことができます。

初期で障害の軽いうちに障害が重くなったときの後

見人を自分で決めておく（任意後見制度）等の準備

や手配をしておけば、認知症であっても自分らしい

生き方を全うすることが可能です。

☆こんな症状は要注意！認知症の初期サイン
①同じことを何度も言ったり聞いたりする

②ものの名前が出てこなくなった

③置き忘れやしまい忘れが目立つようになった

④時間や場所の感覚が不確かになった

（日時、場所、人の名前等が分からなくなった）

⑤以前はあった関心や興味が失われた。

上記の症状があると、必ず認知症というわけではあ

りませんが、認知症の初期症状は「老化による物忘れ」

と判断がつきにくい場合があります。ご自分や家族の

方でこれらの症状に心あたりがある場合は、早めに専

門医（神経内科、物忘れ外来など）に相談しましょう。

【認知症に関する相談窓口】

困ったときは早めに相談しましょう。

勝浦町地域包括支援センター

（42）3700 IP 050（3438）8184

勝浦町福祉課 介護保険係

（42）1502 IP 050（3438）7148
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今回、家電４品目の回収も行います。

日 時 平成22年３月７日（日）
午前８時～11時まで

場 所 星谷運動公園 駐車場

料 金（1）家庭の粗大ゴミ手数料

１個 500円～1，000円（別表参照）

（2）家電４品目手数料（運搬料）

１個 1,000円

（役場に持ち込むより1,000円安くなっています。）

その他 家電４品目は手数料（運搬料）以外にリサ

イクル料が必要です。事前に郵便局でリサ

イクル料（別表）を払ってから、家電リサ

イクル券とともに廃棄する家電製品を持参

してください。

ごみの出る量を減らすために、修理可能な物

は修理をする、リサイクルできるものは、リサ

イクルショップへの売却や知人にあげたりしま

しょう。

※一部の会社の製品は
この料金と違うもの
があります。別に郵

便局で手数料120円
必要です。

リサイクル料金（標準）

エ ア コ ン 3,150円

テ レ ビ 2,835円

電気冷蔵庫・冷凍庫 4，830円

洗濯機・衣類乾燥機 2，520円

問い合わせ 勝浦町住民課 (42)1501

ＩＰ（代） 050(3438)7148

（小中学校体育館・運動場）

勝浦町立学校施設（体育館・運動場）の

使用申請を次のとおり受け付けます。

開放施設 生比奈小学校・横瀬小学校・勝浦中学

校の各体育館および運動場（ナイター

施設を含む。）

申請受付日 ３月18日(木) 午前10時

勝浦町スポーツ少年団に加入している

各スポーツ少年団

３月18日(木) 午後２時

勝浦町体育協会所属の各クラブ

３月19日(金) 午前10時 その他一般

申請場所 18日：役場第一会議室

19日：役場大会議室

使用可能日 勝浦町スポーツ少年団及び勝浦町体育

協会を優先的に使用許可しますので、

３月19日その他一般で申請される方は、

空いている時間帯となりますのでご了

承ください。

使 用 料 20時から22時…体育館300円/時間･１面

運動場（ナイター施設含む）…

700円/時間･１面又は300円/時間･全面

注）使用料の納付は４月に入ってからとなります。

使用可能者 (1)勝浦町スポーツ少年団

(2)勝浦町体育協会

(3)その他（町内に在住、在勤又は在学す

る者が10人以上の団体を構成し、かつ監

督者として成人が含まれること。）

持参するもの 印 鑑

そ の 他 今回の受付は、平成22年４月１日から

平成22年９月30日までの使用期間の受

付とします。なお、今回の受付をしな

くても、施設の空いている日であれば、

使用希望の３日前までに申請していた

だければ、使用可能です。

※ご不明な点は、勝浦町教育委員会

（42）2515 IP 050(3438)7148（役場共通）

までお問い合わせください。

勝浦町立学校施設
の利用申請受付

家庭の粗大ゴミ
家電製品回収
について
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品 目 手数料の額

机またはテーブル
（ひきだし等収納部
分がないもの）

卓の最長の辺の長さ
または最大径が１.５
ｍ未満のもの

(運搬処分)

１個 500円

テレビ台

電話台

ワゴン
台の最長の辺の長さ
が１ｍ未満のもの

じゅうたんまたは
電気カーペット

８畳未満に相当する
大きさのもの

ふとん，毛布またはマットレス

衣装箱

ブラインド

いす（ソファー）
１人で使用する構造
のもの

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、そ
の他の棚付き家具

幅及び高さの合計が
１.５ｍ未満のもの

いす（ソファー以
外のもの）

２人以上で使用する
構造のもの

(運搬処分)

１個 700円

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、そ
の他の棚付き家具

幅および高さの合計
が１.５ｍ以上２ｍ未
満のもの

机またはテーブル
（ひきだし等収納部
分があるもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が１.５ｍ
未満のもの

机またはテーブル
（その他のもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が１.５ｍ
以上のもの

ベッド
（マットレスを除く）

ベビーベッド、１人で
使用する構造のもの

ベッドのマットレス スプリングのないもの

ワゴン
台の最長の辺の長さ
が１ｍ以上のもの

じゅうたんまたは
電気カーペット

８畳以上に相当する
大きさのもの

鏡台

アコーディオンカーテン

いす（ソファー）
２人以上で使用する
構造のもの

(運搬処分)

１個 1,000円

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、そ
の他の棚付き家具

幅及び高さの合計が
２ｍ以上のもの

机またはテーブル
（ひきだし等収納部
分があるもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が１．５ｍ
以上のもの

ベッド
(マットレスを除く)

２人で使用する構造
のもの

ベッドのマットレス スプリングのあるもの

ふとん乾燥機

(運搬処分)

１個 500円

ミシン（卓上式のもの）

加湿器

換気扇

空気清浄機

除湿機

扇風機

アンプ

カセットレコーダーまたはミニディスクレコーダー

コンパクトディスクプレーヤー

レコードプレーヤー

スピーカー

チューナー

ビデオテープレコーダー

DVDレコーダーおよびプレーヤー

テレビジョン受信機15型以下
（特定家庭用機器廃棄物を除く）

ディスプレイ15型以下（パソコン用を除く）

ワードプロセッサー（デスクトップ型以外のもの）

スキャナー

カーナビゲーション

ガスコンロまたはガステーブル

ストーブ

ファンヒーター

品 目 手数料の額

瞬間湯沸器

(運搬処分)

１個 500円

温水洗浄便座

こたつ（こたつ板含む）

照明器具

食器乾燥機

炊飯器

ズボンプレッサー

電気掃除機

ホットプレート

編み機
(運搬処分)

１個 700円

食器洗機（乾燥機能を有するものを含む)

ミシン（卓上式以外のもの）

ファクシミリ

ウィンドウファン

(運搬処分)

１個 1,000円

カラオケの演奏装置

マッサージ器を内蔵したいす

マッサージ器

電子レンジ

オーブン

ディスプレイ16型以上（パソコン用を除く）

ワードプロセッサー（デスクトップ型）
（入力用のキーボード含む）

テレビジョン受信機16型以上
（特定家庭用機器廃棄物を除く）

プリンター

ギター

(運搬処分)

１個 500円

水槽

ペット用のかごまたは小屋

スキー板（ストック含む）

スノーボード

脚立またははしご

車いす

アンテナ

米びつ

スーツケース

ゴルフクラブ（複数ある場合は、ひも等で束ねた
ものの最大の外周が１ｍ以下のもの）またはゴル
フバッグ（これに収納されたゴルフクラブを含む）

幼児用三輪車

荷物運搬用の一輪車

ベビーカー

物干し台

物干しざお

その他・棒状のものまたは板状のもの（複数ある
場合は、ひも等で束ねたものの最大の外周が１ｍ
以下のもの）

その他のもので幅および高さの合計が１ｍ未満のもの

物置（幅および高さの合計が２ｍ未満のもの）

(運搬処分)

１個 700円

サーフボード

室内用のサイクリング機

室内用のすべり台またはぶらんこ

ぶら下がり式の健康器具

自転車（幼児用三輪車を除く）

畳

その他のもので幅および高さの合計が１ｍ以上
２ｍ未満のもの

オルガン（電子オルガン含む）

(運搬処分)

１個 1,000円

室内用のランニング機

物置（幅および高さの合計が２ｍ以上のもの）

浴槽

洗面台

その他のもので幅および高さの合計が２ｍ以上のもの

その他の大型ごみで次のものは取扱いをしない
バッテリー、タイヤ、プロパンガスボンベ、自動車、オート

バイ、建設廃材、油缶（内容物を含む。）、農機具、消火器ボ
ンベ、太陽熱温水器、農薬や薬品、その他有毒性・危険性・
感染性・悪臭があるもの

（別表）
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平成22年４月からの 国民年金保険料
平成22年度の国民年金保険料は、月額15,100円

口座振替のお申し込みは

「国民年金保険料口座振替納付書（変更）申出書」により、金融機関、またはお近くの年金事務所

へお申し込み下さい。

（注１）口座振替での前納のお申し込みは①１年度分及び上期６ヶ月分（４月分～９月分）は２月末で締

め切っています。②下期６ヶ月分（10月分～翌年３月分）の締切日は８月末までです。

（注２）すでに口座振替で前納されている方(引き続き1号被保険者である方)は、毎年お申し込みしてい

ただく必要はありません。

納付する場所は

４月に送付される「国民年金保険料納付案内書」を使用して、お近くの金融機関、コンビニエン

スストア(一部不可)などで納付できます。
（注）１年度分・６ヶ月分以外でも、現金によりご希望月から翌年３月までの前納も可能です。

クレジットカード納付について
クレジットカード納付は被保険者ご自身から事前にお申し込みいただき、以後、継続的にクレジッ

トカード会社が立替納付を行うものです。（クレジットカードを提示され、直接納付いただく方法

ではありません。）クレジットカード納付を希望の場合は、年金事務所へお申し込み下さい。

（注１）クレジットカード納付では口座振替による毎月振替（早割）は適用されません。

（注２）６ヶ月前納・1年前納の割引額は現金納付の割引額となります。

■ 平成22年度 国民年金保険料 納付額早見表 （現金納付・口座振替比較）

平成22年度
１ヶ月分 ６ヶ月分 １年度分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎月納付
（納付書による現金納付及
び翌月末振替の口座振替）

15,100円 ― 90,600円 ― 181,200円 ―

毎月振替【早割】
（当月末振替の口座振替）

15,050円 50円 90,300円 300円 180,600円 600円

６ヶ月前納（現金納付） ― ― 89,860円 740円 179,720円 1，480円

６ヶ月前納（口座振替） ― ― 89,570円 1，030円 179,140円 2，060円

１年前納 （現金納付） ― ― ― ― 177,980円 3，220円

１年前納 （口座振替） ― ― ― ― 177,400円 3，800円

便便利利ででおお得得なな
口口座座振振替替がが

おおすすすすめめでですす!!

70歳の誕生日を迎えられた方へ
70歳になったとき…

国民健康保険に加入されている人で、70歳になった人は、これまでの保険証に加えてもう１枚、国

民健康保険高齢受給者証（高齢受給者証）が交付されます。高齢受給者証の対象となる日は、70歳の

誕生日の翌月１日からです。ただし、月の初日が誕生日の人はその月の１日からとなります。

《例》８月１日に生まれた人→８月から開始 ８月２日に生まれた人→９月から開始

自己負担の割合は…
医療費の自己負担の割合は１割になります。ただし、現役並みの所得がある人は３割になります。

お医者さんにかかるとき…
高齢受給者証は、医療を受けるときの自己負担の割合を示す証明書になります。お医者さんにかか

るときは、国民健康保険被保険者証と一緒に、交付された高齢受給者証の２枚を必ず窓口に提示して

ください。

70歳以上75歳未満の方へ
制度改正により平成22年４月から、70歳以上75歳未満の方のうち現役並み所得者以外は、自己負

担が２割に引き上げられる予定でしたが、平成23年３月まで１割に据え置かれます！

※前年の所得をもとに現役並み所得と判定された方の場合は、自己負担は３割です。

よって、現在お持ちの高齢受給者証の『一部負担金の割合』欄の表記が変更されます。

変更後の高齢受給者証を３月下旬に郵送します ので、ご確認ください。
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手 続 き

特例免除は、申請する年度又は前年度において退職（失業）の事実がある場合に対象と

なります。保険料免除の申請は、住民票のある市区町村役場へ「国民年金保険料免除申請

書」を提出（郵送可）してください。（申請書は市町村役場、又は年金事務所にございま

す。）また、この特例免除については、配偶者・世帯主が退職された場合にも対象となり

ます。

手続きに必要なもの

① 年金手帳または基礎年金番号がわかるもの（納付書等）

② 認め印（本人が署名する場合は不要）

③ 失業していることを確認できる公的機関の証明の写し

（雇用保険受給資格者証、離職票等）

追納のおすすめ

国民年金には、追納という制度があり、10年以内なら免除を受けた期間の保険料を納め

ることができます。追納をされることにより、老齢基礎年金の年金額に算入されます。ま

た、免除が承認された期間の翌年度から起算して３年度目以降は、当時の保険料に加算金

がつきますので、お早めにされることをおすすめします。

国民年金保険料は、退職（失業）に
よる特例免除があります！

こんなにある特例免除のメリット！まずは申請を！

＝ 保険料を一部納付したのと同じ！

免除期間の年金額の計算は、保険料が納付された場合と比較して平成21年３月分まで

は３分の１、平成21年４月からは２分の１となります。

メリット１

＝ 万が一の際にも確かな保障！

病気や事故で障害が残ったときの障害年金や、一家の働き手が亡くなったときの遺族

年金など、免除承認期間については支給対象の期間とされます。

メリット２

＝ 本人所得を除外して審査！

特例免除とは、通常であれば審査の対象となる本人所得を除外して審査を行い、保険

料の納付が免除されるものです。（配偶者、世帯主に一定以上の所得があるときは保

険料免除が認められない場合があります。）

メリット３

通 常 の 場 合 → 申請者本人の所得 申請者の配偶者の所得 世帯主の所得

特例免除の場合 → 申請者本人の所得 申請者の配偶者の所得 世帯主の所得



勝
浦
町
に
は
、
食
生
活
の
改

善
・
活
動
の
普
及
推
進
を
し
て
、

「
健
康
づ
く
り
の
輪
」
を
広
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
食
生
活

改
善
推
進
員
組
織
が
あ
り
ま
す
。

（
平
成
九
年
結
成
）。

徳
島
県
下
で
は
「
共
に
学
び
、

共
に
育
と
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

約
千
人
の
推
進
員
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
食
生
活
改

善
推
進
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
食
生
活
に
限
ら
ず
、

健
康
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

主
な
活
動
内
容

研
修
会
：
糖
尿
病
予
防
や
正
し
い

食
生
活
等
の
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
学
習
し
、
伝
達
講
習
な
ど

を
行
い
、
普
及
推
進
に
努
め
て

い
ま
す
。

講
習
会
：
料
理
講
習
、
運
動
実
習

な
ど

募
集
人
員

約
二
十
人

会

費

年
間
千
円

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
三

月
十
五
日
(月)
ま
で
に
、
勝
浦
町

福
祉
課
保
健
師
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（

４
２
）１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
(代)
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

整
形
外
科
か
ら
休
診
の
お
知
ら
せ

平
成
二
十
二
年
三
月
の
整
形
外
科
は

休
診
の
日
が
あ
り
ま
す
の
で
受
診
の
際

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

休

診

三
月
十
一
日
(木)

二
十
五
日
(木)

な
お
、
整
形
外
科
が
休
診
の
日
は
、

午
前
中
の
み
外
科
の
診
療
を
行
い
ま
す
。

糖
尿
病
教
室
三
月
の
予
定

《
い
ず
れ
も
木
曜
日
》

場

所

勝
浦
病
院
二
階

多
目
的
室

時

間

午
後
二
時
三
十
分
か
ら

一
時
間
程
度

費

用

無

料

そ
の
他

申
込
み
は
不
要
で
自
由
参
加

で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
病
院

（
４
２
）２
５
５
５

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
４
１

25日 18日 11日 ４日 日

亀
山
看
護
師
長

正
瑞
薬
剤
師

坂
口
栄
養
士

内
科
医
師

担

当

生
活
に
つ
い
て

薬
に
つ
い
て

食
事
に
つ
い
て

糖
尿
病
に
つ
い
て

内

容

第
二
十
二
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
、
三
月
二
十
一
日
(日)

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

16

ん な 健の 康み

3月の保健行事
〈問い合わせ〉勝浦町福祉課保健師

（42）1502 I P (代) 050（3438）7148

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

４ 木
健 康 相 談 13:00～14:00

棚 野 集 会 所 住 民 健康手帳
介 護 教 室 14:00～15:00

12 金
離 乳 食 講 習 会 13:00～13:30 農村環境改善

セ ン タ ー

平成21年９月１日～
平成22年１月31日
までに生まれた子

母子健康手帳
乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00

16 火 健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住 民 健康手帳

≪平成21年度の活動内容≫

月 日 内 容

平成21年
５月28日

総 会

８月９日 男の料理教室との合同研修会

９月３日
料理講習：「カルシウムを取ろう」

～乳製品を使った献立～

10月14日

伝達講習会：生比奈保育所でのわんぱく教
室に参加する子供さんとその保護者の方を

対象に、「人参ゼリーとキャベツとピーマ
ンの昆布茶炒め」を紹介しました。

10月24日

勝浦キッズミニバスケットボールクラブの
皆さんに朝食の大切さをお話しすると共に、
手作りおやつの「げんこつ飴」を紹介しま
した。

平成22年

３月19日

「食育の日」の普及推進を目的にチラシ配

布を行う予定です。

その他 県での研修会等に参加しました。

健康づくりについて
一緒に学んでみませんか？

平成22年度
食生活改善推進員
を募集します!

���
���

���
���

���
���

���



保健
だよ

第
二
十
二
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
、
三
月
二
十
一
日
(日)

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

17

勝浦病院における定期予防接種について
実施月 通年（４月～３月）

予防接種の
予約

希望日の１週間前までに電話で予約をしてください。
予約の申し込み時間は 月～金曜日の午後３時～５時
勝浦病院 （42）2555 ＩＰ 050（3438）7441

内容と時間

小児科 月曜日：午前10時～午後３時

①ＢＣＧ ②ジフテリア・破傷風二種混合
③ジフテリア・百日咳・破傷風三種混合
④麻しん・風しん混合 ⑤日本脳炎

接種料金 無 料

徳島県広域化
予防接種について

接種希望される方は
勝浦町役場福祉課へ

お問い合わせください。

〔問い合わせ〕
勝浦町役場 福祉課保健師
（42）1502
ＩＰ 050（3438）7148

【助 成 方 法】

助成対象者は、役場福祉課で証明書を発行しますので、接種前に申請に来て下さい。なお助成対象者で証明書
を持たずに医療機関で接種した場合は、役場福祉課で払い戻し請求をして下さい。

《払い戻しに必要な物》（申請書は福祉課にあります）

①印鑑 ②医療機関の領収書 ③新型インフルエンザ接種済証 ④振込先の通帳（郵貯除く）

【接種について】

予防接種については、かかりつけ医療機関の医師にご相談ください。

また、町内受託医療機関は、勝浦病院です。 （42）2555 ＩＰ 050（3438）7148

麻しんは幼児期早期にかかることが多いため、お母さんからの免疫がなくなる生後12月以降なるべく早期に、
１期の接種を受けましょう。なお、この３期・４期は、平成20年度から５年間の措置です。（21年度の対象者は、
平成22年３月31日までに終了してください）

注１：麻しんおよび風しんについて同時に行う１期、２期、３期又は４期の予防接種は、

麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲ）で接種を行います。

注２：麻しん又は風しんのどちらかにかかったことが明らかな場合は、かかっていないワクチンを

用いても麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲ）を使用しても差し支えありません。

予防接種の
スケジュール表

19
歳

18
歳

17
歳

16
歳

15
歳

14
歳

13
歳

12
歳

11
歳

10
歳

９
歳

８
歳

７
歳

６
歳

５
歳

４
歳

３
歳

２
歳

１
歳

９
ヵ
月

６
ヵ
月

３
ヵ
月

ジフテリア（Ｄ）
破傷風（Ｔ）

２期
（ＤＴ）

麻しん（はしか）（Ｍ）
風しん（Ｒ）
（ＭＲ・Ｍ・Ｒ）

注１）・注２）

13歳となる日の属する年度
の初日から当該年度の末日
までの間にある者（中学１

年生に相当する年齢の者）

18歳となる日の属する年度
の初日から当該年度の末日
までの間にある者（高校３

年生に相当する年齢の者）

５歳以上７歳未満で
小学校就学前の１年
間（いわゆる幼稚園、

保育所等の年長児）

定期予防接種について

接種料金：無 料 ただし定期接種以外は、任意接種となり接種料金が実費となります。
ジフテリア･破傷風 4,500円 麻しん･風しん １期･２期 9,950円 ３期･４期 9，230円

新型インフルエンザワクチン接種にかかる助成について

助成期間：平成22年３月31日まで

現在は
すべての方を
対象に接種が
可能です。

世帯区分 助成対象者
接種料金

（医療機関で支払う金額）
助成額

１回目 ２回目 １回目 ２回目

町民税課税
世帯

１歳～小学校６年生の年齢に相当する方

3,600

2,550
全額

助成なし

１歳未満の保護者（１人）
妊婦

中学生の年齢に相当する方
高校生の年齢に相当する方

2,550
半額

助成なし

基礎疾患のある方（医師が判断した人）

生活保護世
帯・町民税
非課税世帯

世帯の
者全員

１歳～小学校６年生の年齢に相当する方
中学生の年齢に相当する方
高校生の年齢に相当する方

3,600

2,550

全額

全額

１歳未満の保護者（１人）
妊婦
基礎疾患のある方（医師が判断した人）
65歳以上の方
健康な成人

り



第
二
十
二
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
、
三
月
二
十
一
日
(日)

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

「
輝
跡
、
輝
跡
」

全
員
で
声
を
揃
え
、
心
を
一
つ
に
し
た

か
け
声
。
目
を
閉
じ
る
と
今
で
も
体
育
祭

の
ム
カ
デ
競
争
の
光
景
が
目
に
浮
か
ん
で

き
ま
す
。「
輝
跡
」
は
み
ん
な
が
輝
い
た
跡

を
い
っ
ぱ
い
残
せ
る
よ
う
に
と
の
、
願
い

の
詰
ま
っ
た
私
た
ち
の
級
訓
で
す
。
去
年

の
体
育
祭
は
ク
ラ
ス
全
員
で
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
一
緒
に
思
い
出
を
作
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
今
年
は
ど
う
し
て

も
二
十
二
人
全
員
そ
ろ
っ
て
体
育
祭
に
出

場
し
た
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
前
日

の
練
習
で
骨
折
を
し
た
子
が
い
た
り
、
遅

刻
し
て
く
る
子
が
い
た
り
し
て
、
当
日
全

員
が
揃
う
か
本
当
に
不
安
で
し
た
。
そ
こ

で
毎
日
何
人
か
が
自
主
的
に
メ
ー
ル
を
し

た
り
、
家
ま
で
迎
え
に
行
っ
た
り
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
全
員
で
体
育
祭
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
行
動
し
て
い
た
の
で
す
。

そ
し
て
迎
え
た
当
日
、
ム
カ
デ
競
争
の

時
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
骨
折
を
し
て
い

た
子
は
、
痛
み
を
こ
ら
え
、
学
級
旗
を
振

り
、
一
生
懸
命
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
毎

日
の
朝
練
で
、
な
か
な
か
足
が
揃
わ
な
く

て
、
投
げ
出
し
そ
う
に
な
っ
た
時
の
事
を

思
う
と
、
こ
う
し
て
全
員
で
参
加
し
、
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
、
心
を
一
つ
に
し
て

頑
張
っ
て
い
る
み
ん
な
の
姿
が
、
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。

私
は
体
育
祭
で
、
あ
る
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
人
権
学
習
は
毎
日

の
生
活
の
中
で
生
き
て
い
る
と
い
う
事
で

す
。
あ
る
子
が
「
『
が
ん
ば
れ
』
の
声
が

聞
こ
え
た
。
絶
対
二
組
の
仲
間
の
声
だ
と

信
じ
ら
れ
て
、
い
つ
も
よ
り
速
く
走
れ
た
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
お
互
い

を
信
じ
合
う
強
い
絆
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
絆
は
二
年
間
、
一
緒
に
過
ご
し

て
き
た
か
ら
で
き
た
し
、
二
年
生
の
時
に

し
た
人
権
学
習
で
絆
が
強
く
な
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

私
の
ふ
る
さ
と
、
吉
野
町
は
長
い
間
水

害
に
苦
し
ん
で
き
ま
し
た
。
曾
お
じ
い
ち
ゃ

ん
か
ら
も
水
害
が
ど
ん
な
に
大
変
で
生
活

を
圧
迫
し
て
い
た
の
か
を
聞
い
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
二
年
生
の
時
の
道
徳
の
授
業

で
、
そ
の
水
害
の
苦
し
み
に
は
部
落
差
別

に
よ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
事
を
知
っ

た
時
、
部
落
差
別
の
怖
ろ
し
さ
に
愕
然
と

し
ま
し
た
。
そ
し
て
何
だ
か
腹
が
立
っ
て
、

そ
の
授
業
で
「
み
ん
な
口
で
は
、
部
落
差

別
が
間
違
っ
て
い
る
と
か
言
う
け
ど
、
そ

れ
は
き
れ
い
事
じ
ゃ
。
本
心
じ
ゃ
な
い
。」

と
言
い
、
ク
ラ
ス
の
仲
間
の
気
持
ち
を
考

え
ず
た
く
さ
ん
の
傷
つ
け
る
発
言
を
し
ま

し
た
。

部
落
差
別
は
根
拠
の
な
い
絶
対
に
間
違
っ

た
差
別
で
あ
る
事
は
、
頭
で
は
分
か
っ
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
周
り
の
人
の
話
や
、

色
々
な
噂
や
情
報
で
、
心
は
戸
惑
っ
て
い

ま
し
た
。
正
し
い
こ
と
を
ス
ッ
と
自
分
の

心
に
受
け
入
れ
、
自
分
の
気
持
ち
を
す
っ

き
り
納
得
さ
せ
る
「
何
か
」
が
見
つ
か
ら

な
く
て
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
私
に
、
み
ん
な
は
優
し
く
、
で
も
真

剣
に
自
分
の
本
音
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
で
も
部
落
差
別
は
あ
り
ま
す
。
部
落

差
別
が
残
っ
て
い
る
理
由
、
そ
れ
は
、
人

の
弱
さ
や
私
の
弱
さ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
人
自
身
の
こ
と
を
最
後
ま
で
信
じ
切
れ

ず
、
性
格
、
人
柄
を
知
ら
ず
に
、
出
身
地

だ
け
で
誤
っ
た
判
断
を
し
て
い
る
か
ら
で

す
。
以
前
の
私
の
よ
う
に
人
権
に
つ
い
て

勉
強
せ
ず
に
、
周
囲
の
人
か
ら
の
間
違
っ

た
情
報
を
信
じ
て
し
ま
う
人
が
い
る
か
ら

で
す
。

だ
か
ら
私
は
今
、
人
権
学
習
に
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の
考
え
を
発

表
で
き
て
、
思
っ
て
い
る
こ
と
を
語
れ
た

日
の
人
権
学
習
は
楽
し
い
し
、
も
っ
と
語

り
合
い
た
い
と
思
う
の
で
す
。
人
権
学
習

は
と
て
も
不
思
議
で
、
み
ん
な
と
一
緒
に

勉
強
し
て
い
く
と
、
自
分
と
向
き
合
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
の
心
を
動
か
す

の
は
、
や
っ
ぱ
り
人
の
心
し
か
な
い
と
思

い
ま
す
。
人
権
学
習
を
重
ね
て
い
く
と
、

生
活
が
変
わ
っ
て
、
優
し
さ
の
和
が
広
が
っ

て
き
ま
す
。

私
は
二
組
の
み
ん
な
が
大
好
き
で
す
。

ど
ん
な
時
で
も
私
を
ち
ゃ
ん
と
受
け
入
れ

て
く
れ
て
、
温
か
く
見
守
り
一
緒
に
頑
張

ろ
う
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
今
の
私

の
目
標
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
問
題
に
対
し

て
本
音
で
語
れ
る
人
に
な
る
こ
と
で
す
。

私
だ
け
で
は
社
会
を
変
え
る
こ
と
は
出
来

な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
人
権

学
習
で
気
づ
い
た
『
一
人
だ
け
の
幸
せ
よ

り
み
ん
な
の
幸
せ
』
と
い
う
考
え
を
、
行

動
に
移
せ
る
よ
う
に
今
い
る
仲
間
と
共
に

人
権
学
習
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
で
す
。
差
別
で
苦
し
ん
だ
り
悩
ん
だ
り

し
て
い
る
仲
間
が
い
た
ら
、
私
は
傍
に
い

て
解
決
で
き
る
方
法
を
諦
め
ず
探
し
ま
す
。

も
っ
と
勉
強
し
て
、
自
分
が
正
し
い
と
思
っ

た
事
を
、
周
り
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
今
あ
る
絆
を
も
っ
と
深
め
、
自

分
も
人
も
大
切
に
し
な
が
ら
三
年
生
六
十

三
人
で
、
進
路
に
向
か
っ
て
、
一
緒
に
進

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

18

輝
跡
・
宝
跡

～
仲
間
と
友
に
～

平
成
二
十
年
度

全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
よ
り
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来
し
方
を
共
に
語
れ
る
歓
び
を
健
や
か
な
り
し
夫
あ
り
て
こ
そ

棚
野

田

中

茂

子

暖
冬
と
言
え
ど
吹
く
風
身
に
し
む
る
背
中
丸
め
て
大
根
を
抜
く

坂
本

菅
内
久
美
子

曽
孫
抱
き
健
や
か
な
れ
と
願
い
つ
つ

す
り
よ
す
る
も
み
じ
の
手
な
り

中
角

花

岡

福

枝

波
の
ご
と
穂
先
の
技わ

ざ

の
白
砂
に
紅
葉
の
映
え
し
古
都
の
寺
々

横
瀬

平
山
美
千
江

朝
夕
に
見
る
校
庭
の
銀
杏

い
ち
ょ
う

の
木
素
肌
の
姿
冬
の
淋
み
し
き

横
瀬

西

蔭

達

男

柚
子
風
呂
に
昨
日
も
今
日
も
入
り
た
れ
ば
肌
に
付
き
た
る
香
り
楽
し
む

立
川

堀

梅

子

つ
つ
が
な
く
一
年
が
過
ぎ
新
し
き
年
を
迎
え
て
「
あ
り
が
た
き
か
な
」

横
瀬

廣
安
美
枝
子

収
穫
の
眞
っ
盛
り
な
る
蜜
柑
畑
爆
竹
音
の
谺

こ
だ
ま

す
る
昼

坂
本

木

下

茂

子

少
し
づ
つ
忘
れ
上
手
に
な
る
つ
も
り

撫
で
通
る
風
に
任
せ
て

生
名

岩

本

敏

子

寒
き
日
は
厳き

び

し
く
な
り
て
老
々
介
護
悴

か
じ
か

む
手
足
濯
ぎ
も
の
干
す

坂
本

山

口

昭

市

信
じ
た
く
な
い
が
認
知
症
か
も
知
れ
ぬ
も
の
忘
れ
増
え
心
波
立
つ

棚
野

殿

川

早

苗

ふ
つ
ふ
つ
と
暖
か
き
も
の
胸
に
湧
く
身
内
の
幸
せ
心
潤

う
る
お

す

横
瀬

丸

関

朋

子

後
々
の
指
導
書
な
れ
と
寝
る
前
に
農
事
日
記
を
欠か

か
さ
ず
付つ

け
る

坂
本

平

尾

智

男

歩
い
て
行
け
る
近
く
に
息
子
新
築
す
心
安
ら
ぐ
日
々
と
は
な
り
ぬ

横
瀬

日

下

克

子

黄
葉
の
中
に
ひ
と
き
わ
目
立
つ
紅
も
み
じ
観
光
客
の
モ
デ
ル
が
並
ぶ

横
瀬

桜
木
千
代
子

朝
露
を
包
め
ば
レ
タ
ス
つ
や
増
し
て
産
直
市
の
前
列
に
盛
る

中
山

溝
内
喜
美
代

年
末
に
生
ま
れ
し
孫
に
会
い
に
行
く
車
窓
に
霧
の
立
つ
が
見
え
い
る

与
川
内

植

松

寄

子

暖
冬
に
珍
し
く
今
年
雪
の
降
る
孫
を
抱い

だ

き
て
空
に
差
し
上
ぐ

中
山

猪
谷
喜
美
代

紅
梅
も
見
事
に
咲
き
て
吾
が
庭
に
春
の
気
配
が
た
だ
よ
い
初そ

む
る

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

年
寄
り
の
厚
着
笑
い
し
事
も
あ
り
我
が
身
老
い
て
は
同
じ
事
す
る

横
瀬

林

と
み
え

寮
母
さ
ん
カ
ラ
オ
ケ
・
寸
劇
手
拍
手
で
庭
に
ち
ら
ほ
ら
桜
咲
き
初そ

む

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

病
気
知
ら
ず
過
ご
し
て
来
た
る
記
憶
な
り
八
十
路
の
坂
を
登
り
始
め
る

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
！

■
交
通
安
全
講
習
を
受
け
よ
う

交
通
事
故
に
遭
う
高
齢
者
の
方
の
多
く
は
、
交
通
安
全

講
習
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
で
す
。

警
察
で
は
、
全
て
の
高
齢
者
の
方
に
交
通
安
全
講
習
を

受
け
て
も
ら
う
た
め
、
講
習
会
や
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て

の
講
習
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

・
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
見
通
し
の
悪
い
場
所
を
さ
け

て
、
十
分
に
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
や
天
候
の
悪
い
日
の
外
出
は
、
な
る
べ
く
控
え
ま

し
ょ
う
。

・
夜
間
の
外
出
時
は
、
明
る
い
服
装
や
反
射
タ
ス
キ
等
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
に
乗
る
と
き
は
、
後
部
座
席
も
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
光
る
毛
糸
が
で
き
ま
し
た
。
帽
子
、
マ
フ
ラ
ー
等

に
編
め
ば
ア
ピ
ー
ル
度
抜
群
で
す
！

■
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
し
よ
う

薄
暗
く
な
る
と
、
車
と
の
距
離
感
が
と
り
に
く
く
な
り

事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
だ
明
る
い
と
油
断

せ
ず
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
車
の

存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

三
月
・
四
月
の
猟
銃
等
講
習
会
日
程

・
経
験
者
講
習

３
月
10
日
(水)

美
馬
警
察
署

３
月
25
日
(木)

徳
島
北
警
察
署

４
月
14
日
(水)

三
好
警
察
署

４
月
22
日
(木)

阿
南
警
察
署

・
初
心
者
講
習

４
月
21
日
(水)

徳
島
西
警
察
署

小
松
島
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

か
つ
う
ら
歌
壇

短
歌
学
級
作
品
よ
り
（
受
付
け
順
）

三
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田

万

里

四
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

次
回
作
品
募
集
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ボランティアグループ「勝浦を考える会」

ペットボトル・白色トレイ収集日程表

収集日 地 区 備 考

５日(金)

19日(金)

立川・中山

横瀬・坂本

原則第１・３金曜日ただし祝

祭日やお盆は変更しています。
ご注意ください。

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

９日（火） 中 山 中 山 集 会 所 前

16日（火） 立 川 前田さん宅前ごみフェンス横

27日（土）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

佐野さん宅前ごみフェンス横

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

分別ステーション設置地区は、毎日出すこと

ができますが、年末年始等の連休には集中しな

いように計画的に出してください。

ごみは正しく
出して美しい町を
つくりましょう

指定場所と３月・４月の受取日時

１.指定場所（中角）勝浦町農村婦人の家敷地内

リサイクル保管庫

２.受取日時 ２月28日(日)～３月５日(金)

３月28日(日)～４月２日(金)

午前８時30分～午後５時

１.指定場所（横瀬）勝浦町民体育館裏

リサイクル保管庫

２.受取日時 ３月７日(日)～12日(金)

４月４日(日)～９日(金)

午前８時30分～午後５時

※午後５時から午前８時30分まで保管庫を施錠します。

絶対、保管庫の外に古紙を置かないようにしてください。

古紙の出し方

ガムテープなどは使わず、ひもで束ねて出す。

古紙の分け方

①段ボール
厚手の菓子箱などは大丈夫です。

②新聞紙・折込チラシ
「広報かつうら」のようなものは雑誌へ

新聞紙・折込チラシは一緒にひもで束ねて出す。

③古本・雑誌・紙
同じ種類に分ける。厚い表紙は破って段ボールへ

ビニール封筒に入った雑誌などは、ビニール

封筒をはずす。

ビニール窓のついた封筒はビニールをはずす。

出してはいけない物（禁忌品）

【問い合わせ】 勝浦町住民課 (42)1501

IP(代)050（3438）7148

最近、犬の飼い主のマナーが

悪くなってきています。

飼い犬の放し飼いや散歩中

のフンの放置はやめましょう。

今、飼い主のモラルが問わ

れています。近隣や周囲の人

に迷惑をかけることなく楽しく快適にペットと暮ら

すためにも、愛情と責任を持って飼いましょう。

日 時 ３月18日(木)
午前９時から午後４時まで

場 所 勝浦町リサイクルプラザ
（横瀬 速水商店前）

方 法 リサイクルプラザ内の回収用コンテナ
に入れてください。綿100％で無い等、
不適品は持ち帰っていただきます。

綿100％古着回収のお知らせ

粘着物
粘着テープ、シール、ワッペン類、糊が
多量に使われているもの

金 属 金具がついたファイル、金属クリップ類

フィルム
や合成樹脂

フィルム類、セロハン、発泡スチロール、
プラスチック製品、ビニールコート紙

特殊な薬剤
が塗布
された紙

耐水性段ボール、紙コップなどのワック
ス加工紙、酒の紙パック、写真、油紙、
レシートなどの感熱紙、カーボン紙、ペッ
トのえさ袋

その他
カセットテープ、アルバム、手さげ紐が
ビニールの紙袋、セメント、ビニールが
含まれた米袋、紙以外のもの

11日(木)・25日(木)

※登録している犬の場合は印鑑
と鑑札が必要です。

不用犬
引き取り日



第
二
十
二
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
、
三
月
二
十
一
日
(日)

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

21

３
月
の
行
事

★おはなし会

28日(日) 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０ ３１

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

新着図書の一部紹介

★図書かんについて、さっそくしつもんをしまし

た。せつ明を聞きおわると二かいに行きました。

つぎに本を読んだりかりたりしました。本を読

むのにむ中で本だなを数えるのをわすれていま

した。かつうらの図書かんの本はおもしろいな

と思います。たくさんいい本があって、すごく

べん強になりました。 （石田ゆりか）

★今日は楽しみにしていた図書かん見学の日です。

図書かんの本は四万さつもあるのに、きれいに

せいとんができていました。おもしろい本がいっ

ぱいあって、とてもまよってやっと二さつえら

んでかりました。おきゃくさんがきてくれるよ

うにがんばってくれていると思いました。これ

からはたくさん本を読みたいです。（大島たくま）

★図書かんに見学に行きました。はじめに図書か

んの人がしつもんにこたえてくれました。前に

来たときにはなかった本がたくさんあったので、

新しい本を買ってくれているんだなと思いまし

た。二かいにも行きました。めずらしいものが

いっぱいありました。そして本をかりたり読ん

だりしました。図書かんのことがよくわかって

よかったです。 （小林ゆづき）

★図書かんの見学に行きました。先に図書かんの

人のお話を聞いたりしつもんをしたりしました。

その後二かいに行きました。めずらしいものが

あって、ぼくはびっくりしました。ぼくが楽し

みにしていた読書の

時間では、む中で読

みました。本がいっ

ぱいで目がまわりそ

うでした。とても楽

しかったです。

（仲田風太）

★ぼくが楽しみにしていた見学の日でした。図書

かんの人がいろいろ教えてくれました。そして

二かいに行きました。ツチノコやアンモナイト

のか石があったのでびっくりしました。つぎに

一かいにもどって本をよみました。これまで何

回も行ったことがあるけど、今日が一番楽しい

日でした。こんどきたときは、いろんな本をか

りていっぱい読みたいです。 （西尾しゅんた）

陰陽師 天鼓ノ巻 夢 枕 獏

Ｎのために 湊 かなえ

虚 報 堂 場 瞬 一

神様のすること 平 安 寿 子

北帰行 佐々木 譲

虚ろ舟 泣きの銀次 宇江佐真理

アイム・ファイン！ 浅 田 次 郎

東京アクアリウム 小池真理子

数えずの井戸 京 極 夏 彦

天 網 －TOKAGE２－ 今 野 敏

夢曳き船 山 本 一 力

《児童書》

ちいさな ちいさな ふしぎなおみせ

ちいさな ちいさな すてきなおうち
さかいさちえ

しんかんくんのパンやさん のぶみ

ママ、ぼくのことすき？

ジャン＝バプティステ・バロニアン

図書館見学
生比奈小学校２年生21人が
図書館見学に来ました。

�����
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休日年金相談
日 時 ３月13日(土)

午前９時30分～午後４時
場 所 徳島南年金事務所
持参物 年金手帳・年金証書等

時間延長年金相談
日 時 １日（月）・８日（月）・15日（月）

23日（火）・29日（月）
午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南年金事務所
持参物 年金手帳・年金証書等

☆年金に関する電話での相談は、

「ねんきんダイヤル」で承ります。

0570（05）1165（IP電話･PHS）03（6700）1165

☆「ねんきん定期便」に関する電話での相談は、

「ねんきん定期便専用ダイヤル」で承ります。
（「ねんきん特別便」に関するお問い合わせについて
もお受けいたします。）

0570（058）555（IP電話･PHS）03（6700）1144

年 金 相 談

善意ありがとうございました
平成22年１月16日～２月15日

長田英二朗さん（石原）井上徳子さん（横瀬）

溝田義昭さん（横瀬）河内 優さん（掛谷）

澤野 稔さん（坂本）田中 實さん（今山）

以上の方から善意銀行に善意がよせられまし
た。ありがとうございました。

人 口（平成22年１月31日現在）

世帯数 2,168戸
男性 2,936人
女性 3,138人
計 6,074人

出 生 男 ２人 女 ４人 計 ６人
死 亡 男 ９人 女 ８人 計 17人
転 入 男 ４人 女 ６人 計 10人
転 出 男 ２人 女 12人 計 14人

おくやみ申します

大字三溪字中村 中 瀬 雅 義（86歳）
大字沼江字神谷 長 田 利 一（79歳）
大字坂本字中尾 澤野フジコ（94歳）
大字星谷字山下 中根ヨシヱ（95歳）
大字坂本字宮平 新居シズ子（98歳）
大字棚野字桧岡 保クニヱ（88歳）
大字沼江字山田 河 内 德 男（82歳）
大字坂本字久保 久 保 幸 夫（88歳）
大字久国字国光 平尾トミヱ（75歳）
大字三溪字中村 小 関 敬 和（60歳）
大字沼江字中傍示 中 村 生（93歳）
大字三溪字上羽瀬 泉 清（91歳）
大字坂本字岡田 田尾ハツミ（89歳）
大字坂本字夷名田 佐 野 惠（85歳）

お誕生おめでとう

大字沼江字野神 ）木 並 康 之
恵 理

長女 陽
ひ

菜
な

大字久国字屋原 ）福 本 直 一
愛

二女 芹
せり

奈
な

大字生名字山ノ神 ）出 葉 寛 和
美 耶

二男 悠
ゆう

介
すけ

大字沼江字西岡 ）栗 本 将 行
彩 里

長男 淳
あつ

輝
き

日 時 ５日(金) ･12日(金) ･19日(金) ･26日(金)

午後１時～４時30分

場 所 勝浦町住民福祉センター１階

内 容 人権・行政・厚生・福祉

※相談日以外でも予約は承ります。 (42)4652

心配ごと相談

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305・IP 050（3438）8631

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座

を次のとおり開講いたします。〔場所〕勝浦会館

交流講座ご案内

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 今月お休みです

踊 り 今月お休みです

歌 謡 ７（日）・21（日） 午後 7:30～9:30

生け花 15（月）・29（月） 午後 7:30～9:30

大正琴
４(木)・11(木)
19(金)

(木)午後 1:00～3:00
（金）午後 7:00～9:00

３月 勝浦郡夜間救急当番表
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０ ３１

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午後６時～翌朝午前９時 休日:午後７時～翌朝午前９時

ご結婚おめでとう

（ 大字沼江字夫婦松

徳島市

谷 内 晴 行

森 美沙樹

（ 大字星谷字二ツ森谷

阿南市

平 山 哲 也

中 川 梨 絵

（ 大字沼江字西岡

板野郡松茂町

眞 木 貴 司

朝 田 一 美
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